
将来コスト削減の数値目標（２０ページ）

将来コスト削減の数値目標

公共建築物の更新等にかかる将来コストの見込み
単純更新した場合の見込み（７ページ）
長寿命化対策を前提とした場合の見込み・対策の効果額（８～９ページ）☆

有形固定資産減価償却率の推移（１３ページ）☆

長寿命化対策を前提とした場合の見込み・対策の効果額（８～９ページ）☆

※インフラ資産も同様に再計算

高島市公共施設等総合管理計画改訂の主な内容

公共施設等の現況（３ページ～）

将来コスト削減の数値目標（２２ページ～）

公共施設等の管理に関する考え方（２８ページ）

第２章 公共施設等の現況と将来の見通し

■１．公共建築物（ハコモノ施設）の状況

（１）延床面積の状況

総務部行財政管理局

≪施設類型ごとの延床面積≫

（３）対策の効果額

第２章 公共施設等の現況と将来の見通し

■３．公共建築物の更新等にかかる将来コストの見込み

・R5末時点での施設で再計算

（１）単純更新の場合

（億円）

30年間（R7～R36）の合計額

989.5億円

（年平均 33.0億円）

（２）長寿命化対策を前提とした場合の見込み

（億円）
30年間（R7～R36）の合計額

733.5億円

（年平均 24.5億円）

第５章 将来コスト削減の数値目標

■２．財政面から見るコスト削減目標等

・施設保有量の見直しに併せて再計算
第６章 公共施設等の類型ごとのマネジメント方針

■４.公共施設等の管理に関する考え方

・総務省「公共施設等総合管理計画の策定等に関する指針」に基づき、

以下追記

・（８）脱炭素化の推進方針

イメージ図

30年累計 単年平均 30年累計 単年平均 30年累計 単年平均

33 733.5 24.5 ▲256 ▲8.5

億円 億円 億円 億円 億円

単純更新 長寿命化 対策効果額

公共建築物
989.5

億円

１０％（ △ 36,000㎡）平成27～令和6年度

令和7～16年度

令和17～26年度

計

２０％（ △ 72,000㎡）

２０％（ △ 72,000㎡）

５０％（ △180,000㎡）

対象期間 面積削減目標

30年間に総床面積を50％削減するため、10年ごとの
削減目標を段階的に設定します。

・（９）地方公会計（固定資産台帳等）の活用

・（10）保有する財産（未利用資産等）の活用や処分に関する基本方針

・（11）広域連携

・（12）地方公共団体における各種計画および国管理施設との連携


